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　今回、クアラルンプールで開催されたＡＰＡＡ理事会全体会合に初めて参加しました。事前に先輩方か

ら「ＡＰＡＡはとても温かい雰囲気の国際会議だ」と伺ってはいたものの、会場に向かうまではやはり緊

張していました。しかし、受付を済ませ、笑顔で話しかけてくださる顔馴染みの代理人やスタッフの方々

と挨拶をするうちに、少しずつ緊張がほぐれ、そこから初めてお会いする方々との歓談に加わることがで

きたことは、強く心に残っています。

　私はこれまで、ＩＮＴＡに何度か参加してきました。ＩＮＴＡは商標に携わる世界中の代理人が集結す

る場として大変魅力的であり、今でも大好きな国際会議です。ただ、その運営スタイルはビジネス色が強

く、30分刻みでミーティングをこなしていくことも珍しくありません。次の予定に遅れないように常に時

計を気にしながら動くため、一人ひとりとじっくり向き合う時間はどうしても限られます。名刺交換と簡

単な案件紹介でタイムアップになってしまうこともあり、「もう少し話したかった」という物足りなさを

感じる場面も少なくありませんでした。

　これに対し、今回のＡＰＡＡでは１つミーティングの時間を長めに設定していたこともありますが、

あっという間に45分、あるいは１時間経っていることが度々ありました。特に後ろに予定がない時間帯に

は、事件の情報交換にとどまらず、お互いの国の実務状況や最近の重要判決、自国の文化や趣味の話にま

で会話が広がり、時間を忘れて話し込んでしまいました。ある方とは、商標の使用証拠の考え方の違いに

ついて議論したあと、そのまま各国の出願戦略や、事務所での人材育成の工夫、ＡＩに話題が発展し、学

びの多い時間となりました。このじっくりと話して関係を深めるという空気こそ、ＡＰＡＡならではのリ

ラックスした雰囲気を象徴するものであり、その分、相手の人柄や考え方を深く知ることができたように

思います。

　４日目に半日かけて参加したエクスカーション「Gastronomic Adventure」も、今回のＡＰＡＡを語る

うえで欠かせない思い出です。移動のバスの中では、たまたま横になった在外代理人と歓談しつつ、ガイ

ドの方からマレーシアの歴史や民族構成、宗教について説明を受け、街並みを眺めながらこの国の多層的

な背景に思いを巡らせました。マレーシアのルーツを象徴するマレー料理、インド料理、中国料理を順に

味わいながら、それぞれの食文化の背景にある歴史について解説を受けました。ココナッツミルクとスパ

イスが香るマレー料理、バナナリーフに盛りつけられたインド料理、テーブルを囲んで取り分けるスタイ

ルの中国料理など、いずれも非常に美味しく、見た目にも楽しいものでした。同時に、マレーシアという

国が多様な民族と文化の重なりによって成り立っていることを、味覚と会話を通じて実感する機会となり

ました。食をともにすることで参加者同士の会話も自然と弾み、会議室では生まれにくい距離感の近い交

初参加で感じた APAA の「深める」交流という魅力
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流ができたと感じています。

　ＡＰＡＡの特徴として特に印象に残ったのは、主要なイベントがＡＰＡＡ主催で統一されており、参加

者全員が同じ場に集まる機会が多いことです。朝食会、レセプション、分科会、ガラディナーなど、自然

と同じ空間を共有する時間が積み重なっていく設計になっていました。その結果、同じ方と何度も顔を合

わせることになり、回を重ねるごとに会話が深まっていきました。初日は名刺交換だけだった相手とも、

翌日には前日の続きの話や、別セッションの感想を共有でき、「知り合い」から「気軽に声をかけ合える

仲間」へと関係が変化していくのを感じました。国際会議では、一度だけ名刺交換をしても名前と顔をな

かなか覚えられないことが珍しくありませんが、ＡＰＡＡでは「またお会いしましたね」と自然に挨拶を

交わし、そのたびに信頼関係が積み上がっていく感覚がありました。フレンドリーな雰囲気でありなが

ら、ビジネスの観点からも非常に効果的な仕組みだと感じました。

　最後には、日本の2024年を代表する裁判例として話題となった「すしざんまい事件」の舞台であるマ

レーシアのSUSHIZANMAIを訪問する機会にも恵まれました。日本で判決文を読んでいた事件の現場を

自分の目で確かめることができ、知財実務家として大変感慨深い体験でした。店頭の表示や看板の見え

方、店内の雰囲気などを観察しながら、同行した方々と事件の評価や各国での扱いについて意見交換を行

い、もし自国で同様の事案が生じた場合にどのような結論になり得るかを議論しました。理論だけでな

く、実際の店舗の立地や客層といった具体的な事情を踏まえて検討することで、判決への理解も一段と深

まりました。ＡＰＡＡ参加の最後の最後まで、知的好奇心を刺激され続けたひとときでした。

　初めてのＡＰＡＡクアラルンプール理事会全体会合は、温かい雰囲気の中で関係性を育みつつ、実務に

も直結する学びを得られる、非常に充

実した時間となりました。国やバック

グラウンドの異なる多くの方々と率直

に意見を交わし、「また会いましょ

う」と言葉を交わして別れたとき、Ａ

ＰＡＡというコミュニティの一員にな

れたような手応えを感じました。今回

築いたつながりを大切にしつつ、今後

もＡＰＡＡの場で再会できる日を心か

ら楽しみにしております。




